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論文内容の要旨

本論文は，ゼオライトをピルダーとする無りん洗剤の開発に関して行った研究をまとめたもので，緒

言(第 1 章)および本論(第 2 章~第 6 章)から構成されている O

第 1 章では，無りん洗剤が必要とされるに至った背景を明らかにしている。そして無りん洗剤のもつ

課題として洗浄力 さらさらとした使い易さが有りん洗剤と同等であること，環境への負荷が少ないこ

となどをf葛げている。

第 2 章では，新しい洗剤組成の開発に先立つて，洗剤の性能を迅速，簡便，正確に評価する技術を確

立したことを述べている。

まず，洗浄力の評価法としては従来から使用されていた種々の人口汚垢布には，多くの欠点、があるこ

とを明らかにしている。そして実際の着用によって衣類に着く汚れを綿密に調べて，その代替物や混合・

塗布方法を検討した結果，選択水の硬度や温度が洗浄力に及ぼす影響を，天然の汚垢と同一傾向で評価

できる，新しい組成・製法の人口汚垢布を開発している。

その他，従来は 1 年間が必要とされていた洗剤の固化の程度を， 5 日間で再現できる迅速評価法の確

立に至る経過も示している。

第 3 章では，ビルダー用に適したゼオライトの性状を研究している。りん酸塩に替るピノレダーとして，

多くの物質が開発されているが，著者は環境への負荷が最も少ないA型ゼオライトに着目し，種々のゼ

オライトを合成してその性能を調べ，ゼオライトの作用を明らかにするとともに，ビルダーとして具備

すべき性状を確立している。

第 4 章では，ゼオライトをビルダーとする無りん洗剤の組成の研究結果を述べている O
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有りん洗剤の界面活性剤は主として直鎖アルキルベンゼンスルホネートであったが，このものはりん酸

塩と併用されない場合には，洗浄力やさらさら性が著しく劣化した。そこで，洗濯水の硬度が高くても

洗浄力がさほど低下せず，しかも吸水性，生分解性が優れた α ーオレフィンスルホネートについて検討

し，分子構造中の炭素鎖長の分布を制御して，ゼオライトピルダーを併用するのに最適の性状を見出し

ている。

第 5 章では，洗剤の固化機構と固化'性の改良について述べている。

無りん洗剤のさらさら性，固化性を改良するために，まず，洗剤が固化する機構を解析して，温度変

化が重要な原因であることを明らかにしている。そして，ピルダー用のA型ゼオライトの一部を転用し，

洗剤粒子の表面を被覆することによって，無りん洗剤の固化性を抜本的に改良することに成功している。

第 6 章では，本論文の結果として，本研究で得られた成果のまとめを行っている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，ゼオライトをピルダーとする無りん粒状洗剤の開発に関して行った研究をまとめたもので，

主な成果を要約すると次の通りである。

まず， 1) 洗剤の洗浄力を正確・簡便に評価できる新しい人工汚垢布の開発に成功し J 2) その汚垢

布を用いて，日本の洗濯条件でりん酸塩が無くても高い洗浄力を発揮できるピルダー用ゼオライトの性

状を明らかにし，新しい界面活性剤と組み合わせた無りん洗剤の組成を選定している。さらに， 3) 洗

剤の固化機構を解析し，ビルダー用ゼオライトの一部で洗剤粒子表面を被覆する技術を開発して，無り

ん洗剤の欠点の一つであった洗剤粒子の固化性に対する制御法も確立している。

以上のごとく，本論文では衣類用の粒状洗剤を無りん化する上での多くの問題点を克服し，日本の洗

濯条件に適した高性能の無りん洗剤を実用化に導くとともに，ゼオライトの合成やカルシウムイオンと

の反応，水溶性頼粒の固化機構の解明など多くの知見を得たもので，無機材料科学およびその利用技術

の分野に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。




